
令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
三
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
事
実
の
う
ち
」
を
「
場
合
の
」
に
、「
区
分
及
び
当
該
事
実
に
」
を「
別
及
び
そ
の
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
及
び
第
五
号
」
を
「
に
掲
げ
る
事
項
（
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
納
付
の
委
託
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨
）
及
び
前
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
登
記
等
を
受

け
た
」
を
「
同
項
の
登
記
等
に
係
る
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
納
付
し
た
日
」
の
下
に「（
法
第
二
十
四
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
の
委
託
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
納
付
の
委
託
を
し
た
日
）」を
加
え
、
同
条
第
四
項

第
二
号
中
「
及
び
第
四
号
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項

第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

当
該
登
録
免
許
税
を
納
付
し
た
収
納
機
関
の
名
称
及
び
納
付
し
た
日

第
三
十
四
条
中
「
第
一
号
」
を
「
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
登
記
等
の
申
請
又
は
嘱
託
を

行
う
」
に
、「
法
第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
四
条
」
を
「
同
条
か
ら
法
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
一
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
書
類

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

（
保
険
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

保
険
業
法
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
の
四
の
五
中
「
第
百
四
十
五
条
の
三
第
三
号
」
を
「
第
百
四
十
五
条
の
三
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
第

百
七
十
七
条
第
三
号
」
を
「
第
百
七
十
七
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

登
録
免
許
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
百
三
十
八
号

登
録
免
許
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
登
録
免
許

税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
並
び
に
第
三
十
一

条
第
二
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

登
録
免
許
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
及
び
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
中
「
第
二
十
二
条
（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
及
び
」
を

削
る
。

第
三
十
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
納
付
受
託
者
の
指
定
要
件
）

第
三
十
条
の
二

法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

納
付
受
託
者
（
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付
受
託
者
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）と
し

て
納
付
事
務
（
同
項
に
規
定
す
る
納
付
事
務
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
こ
と
が
登
録
免
許
税
の
徴

収
の
確
保
及
び
納
税
者
の
便
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

納
付
事
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
遂
行
す
る
に
足
り
る
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
を
有
す
る
も
の
と
し
て
財
務

省
令
で
定
め
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

（
納
付
受
託
者
の
納
付
に
係
る
納
付
期
日
）

第
三
十
条
の
三

法
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
は
、
納
付
受
託
者
が
法
第
二
十
四
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
一
取
引
日
（
収
納
機
関
の
休
日
以
外
の
日
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
経
過
し
た
最
初
の
取
引
日
ま
で
の
取
引
日
で
当
該
納
付
受
託
者
に
係
る
所

管
省
庁
の
長
（
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
所
管
省
庁
の
長
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）

が
定
め
る
日
（
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
そ
の
日
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
当
該
所
管

省
庁
の
長
が
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の
承
認
す
る
日
）
と
す
る
。

消
費
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
百
三
十
九
号

消
費
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
消
費
税
法

（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
項
、
第
三
十
条
第
十
三
項
、第
五
十
七
条
の
四
第
七
項
、

第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
並
び
に
第
六
十
条
第
八
項
並
び
に
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年

法
律
第
十
五
号
）
附
則
第
四
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
消
費
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

消
費
税
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
で
譲
渡
す
る
物
品
の
範
囲
、
手
続
等
」
を
「
に
お
け
る
免
税
販
売
手
続
等
」
に
改
め
、

同
条
第
十
七
項
中
「
第
二
項
第
一
号
ロ
」
を
「
第
三
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
」
に
、「
同
号
ロ
に
規
定
す
る
旅
券
等
に
記

載
さ
れ
た
情
報
」
を
「
旅
券
情
報
等
」
に
、「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
第
十
四
項
」
を
「
第
十
五
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
二
項
第
三
号
又
は
第
六
号
に
規
定
す
る
運
送
契
約
を
締
結
し

た
国
際
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
」
を
「
第
三
項
第
三
号
又
は
第
六
号
に
規
定
す
る
運
送
契
約
を
締
結
し
た
国

際
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
」
に
、「
非
居
住
者
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
」
に
、「
居
住
者
（
外
国
為
替
及
び
外

国
貿
易
法
第
六
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
居
住
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
な
る
」及
び「
居

住
者
と
な
る
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
で
な
く
な
る
」
に
、「
第
十
八
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
第

三
号
」
に
、「
な
る
時
」
を
「
な
く
な
る
時
」
に
、「
第
十
八
条
第
十
六
項
」
を
「
第
十
八
条
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
非
居
住
者
」
を
「
免
税
購
入
対
象
者
」
に
、「
第
二
項
第
三
号
」
を

「
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
二
項
第
三
号
ロ
」
を
「
第
三

項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
書
類
の
写
し
、
同
項
第
三
号
ロ
」
に
、「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
第
六
項
」
を
「
第

七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
非
居
住
者
」
を
「
免
税

購
入
対
象
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
一

号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
三
項
第
三
号
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
一
号
」
に
、「
非
居
住
者
」

を
「
免
税
購
入
対
象
者
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と

し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
項
第
一
号
」
に
、「
同
項
第
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